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キンメダイ 天皇海山海域 
（Splendid alfonsino, Beryx splendens） 

  

キンメダイ（左：成魚、右：“イトヒキキンメ”と呼ばれる当歳魚） 
 

最近の動き 

天皇海山海域におけるキンメダイは、クサカリツボダイ不漁
時の代替漁業資源として 1970 年代後半から漁獲され始め、
1980 年代前半の漁獲量は年間 1 万トンに達した。それ以降は
700 トンから 5,700 トンの間で推移している。大きな卓越加入
によりクサカリツボダイの漁獲量が 2 万トンを越えた 2012 年
には、キンメダイは 791 トンしか漁獲されなかったが、2013
年以降はクサカリツボダイの不漁が続いていることからキン
メダイの漁獲量が増大し、2016 年には 5,000 トン近くに達し
た。同時に、底びき網の漁獲物では小型魚の割合が増加した。
北太平洋漁業委員会（NPFC）のもと、2019 年には保存管理措
置として網目規制が導入され、今後はその有効性のモニタリン
グが求められる。 

利用・用途 

冷凍ラウンドの形状で主に加工材料として水揚げされ、青森
県産、宮城県産、ミッドウェー海域産の原産地表示のもと、干
物、煮付け等として販売されている。丸魚のまま、もしくは切
り身の解凍鮮魚が販売されることもある。小型魚の干物（開き）
は比較的廉価で販売されており、高級生鮮魚としての流通を主
体とする日本近海産キンメダイとは異なる販売戦略がとられ
ている。 

漁業の概要 

天皇海山はハワイ諸島北西からアリューシャン列島まで約
3,000 km にわたり連なる海山列である（図 1）。北緯 45 度以
南の公海上にあり、頂上水深が 300～500 m の平坦な海山が底
びき網漁場として（Sasaki 1986、水産庁 2008a）、海山斜面や
水深が比較的大きい海山が底刺網漁場として利用されている
（水産庁 2008b）。主な漁獲対象種はクサカリツボダイであ
るが、卓越加入の有無により漁獲量の年変動が極端に大きいた
め、キンメダイ、オオメマトウダイ、ハゲヤセムツ、カガミダ
イ、メダイ、オキカサゴ等が代替魚種として利用されている（澤
田ほか 2017）。キンメダイはこれら代替魚種の中で最も漁獲
量が多く、水揚げ単価も高いことから、クサカリツボダイに次
ぐ重要魚種となっている。 

キンメダイを狙った操業は、天皇海山漁場の開発から 10 年
を経てクサカリツボダイの漁獲量が激減した 1970 年代後半か
ら始まった。1975 年以前には最大でも 600 トンであった日本
の年間漁獲量は徐々に増加し、1980～1982 年には年間 8,585
～11,831 トンに達した（図 2）。一方、1985 年以降の漁獲量
は、1991 年を除けば年間 5,000 トンを下回っている。最近で
はクサカリツボダイの卓越加入年であった 2010 年、2012 年
の漁獲量がそれぞれ 970 トン、752 トンと少なかったのに対
し、クサカリツボダイの加入量が極めて少なく漁獲量が低迷し
ている 2013 年以降は、年間漁獲量が 1,683～4,851 トンと大
きくなっている（表 1）。 

クサカリツボダイの漁獲低迷に伴い天皇海山海域での操業
隻数は近年減少し、2019 年に操業した日本の漁船は底びき網
船 3 隻、底刺網船 1 隻であった。近年、天皇海山海域において
我が国以外にキンメダイの漁獲実績があるのは、韓国の底びき
網漁業であるが、2004 年以降の漁獲量は年間 13～513 トンに
留まっている。また、ロシアは 1982～2009 年の間、底びき網
及び底はえ縄によって年間 6～926 トン漁獲していたが、近年
はメヌケ類やアブラボウズを主対象とする底はえ縄操業のみ
を行っており、キンメダイの漁獲量は 0 トンと報告されてい
る（表 1、図 2）。 

図 1. 天皇海山列の地図 
コラハン海山から推古海山南バンクまでが底魚漁場として利用さ
れているが、キンメダイが漁獲されるのは仁徳海山以南である。 
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生物学的特性 

【分類】 
キンメダイ Beryx splendens は、キンメダイ目キンメダイ科

キンメダイ属の一種である。キンメダイ属には本種の他にナン
ヨウキンメ B. decadactylus とフウセンキンメ B. mollis が含ま
れ、ナンヨウキンメは天皇海山海域に同所的に生息するが、キ
ンメダイと比べ漁獲量は少なく、フウセンキンメについては記
録がない。フウセンキンメはかつて、キンメダイと同一種とし
て扱われることもあったが、形態的（Yoshino et al. 1999、
Yoshino and Kotlyar 2001）、遺伝的（Akimoto et al. 2006）な
相違が明らかになり、現在では別種とされている。 

ナンヨウキンメは体高や背鰭軟条数により他 2 種と容易に
区別できる。フウセンキンメは後鼻孔と鱗の形状、幽門垂や鰭
条の計数形質によりキンメダイと識別可能とされているが
（Yoshino et al. 1999、Yoshino and Kotlyar 2001、林 2013、
池田・中坊 2015）、この近縁 2 種を外見から区別することは
容易ではない。 

【分布と回遊】 
キンメダイは大西洋、インド洋、太平洋の温帯から熱帯域に

分布し、大陸棚外縁、陸棚斜面や海山に生息する（水産庁 
2008c、Shotton 2016）。本種の分布域はナンヨウキンメとほ

ぼ重なり（Shotton 2016）、フウセンキンメの分布域よりも高
緯度まで広がる（Yoshino and Kotlyar 2001）。 

本種は卵～幼魚期に表中層で浮遊生活を送る。秋元（2007a）
はいくつかの海域で漁獲された個体の最小尾叉長を元に、本種
が尾叉長 12～18 cm の間に着底すると推察した。さらに耳石
の微細輪紋が日輪であると仮定して、前述の尾叉長と微細輪紋
数の関係から浮遊期の長さは 150～300 日間と推定した（秋元 
2007a）。着底後は水深 200～800 m に多く生息し（Busakhin 
1982）、日没から日出の間に中層に鉛直移動して採餌すると考
えられている（Galaktionov 1984）。同様の日周鉛直移動の可
能性は、天皇海山海域でも指摘されている（柳本 2004）。日
本近海では着底後に大規模な移動はしないと考えられていた
が、一部個体が関東沿岸から伊豆諸島や南西諸島へ移動する例
が報告されている（亘ほか 2017）。ニューカレドニア海域で
は成長に伴い、浅い海山から深い海山へ移動する可能性がある
（Lehodey et al. 1994、1997）。 

1970 年代の漁場開発調査（井口 1973、黒岩 1973）及び近
年の科学オブザーバー報告によると、天皇海山海域では北緯
41 度付近の仁徳海山から北緯 30 度のハンコック海山の範囲
で漁獲報告がある。本種を狙った操業は、底びき網で水深 300
～500 m、底刺網で水深 300～1,000 m で行われており（柳本 
2004）、着底後はこの範囲に主に分布すると考えられるが、天
皇海山海域におけるキンメダイの浮遊期間やその間の分布域、
海山への着底時期、着底後の移動については十分な情報が得ら
れていない。 

【産卵】 
卵巣内に完熟卵が出現する尾叉長は 28～35 cm（大西 1985、

芝田 1985、Lehodey et al. 1997、秋元ほか 2005）、50％の個
体が成熟する尾叉長（FL50）は概ね 31～35 cm であり（Lehodey 
et al. 1997、González et al. 2003、秋元ほか 2005、Shotton 
2016）、我が国沿岸における繁殖開始年齢は 4～5 歳と推定さ
れる（秋元ほか 2005）。ただし FL50 は海域・研究ごとの違い
も大きく、例えばチリの個体群では、40～44 cm と見積もられ
ている（Flores et al. 2012）。卵母細胞の発達様式は非同期発
達型であることから、一産卵期に複数回の産卵を行うと考えら

図 2. 天皇海山海域におけるキンメダイの国別漁獲量及びクサカ
リツボダイの総漁獲量の推移（1969～2019 年） 

表 1. 日本、韓国、ロシアによる漁業種類別キンメダイ漁獲量（トン、2006～2019 年） 
漁業国

漁業種類 底びき網 底刺網 計 底びき網 底はえ縄 計 底びき網 底はえ縄 計

2006年 3,656 375 4,031 289 0 289 127 0 127 4,447
2007年 3,016 192 3,207 325 0 325 0 0 0 3,532
2008年 1,183 261 1,444 121 0 121 0 10 10 1,575
2009年 1,080 229 1,309 83 0 83 0 6 6 1,397
2010年 812 158 970 87 0 87 0 0 0 1,057
2011年 2,067 55 2,122 34 0 34 0 0 0 2,156
2012年 707 45 752 38 0 38 0 0 0 791
2013年 2,453 226 2,679 123 0 123 0 0 0 2,802
2014年 3,940 64 4,003 140 0 140 0 0 0 4,143
2015年 2,701 9 2,710 180 0 180 0 0 0 2,890
2016年 4,830 21 4,851 78 0 78 0 0 0 4,929
2017年 3,751 33 3,784 190 0 190 0 0 0 3,974
2018年 2,583 68 2,652 140 0 140 0 0 0 2,791
2019年 1,591 91 1,683 13 0 13 0 0 0 1,696

日本 韓国 ロシア
計
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れている（増沢ほか 1975、Alekseev 1986）。卵巣内卵数は日
本近海の体長 40 cm 前後の個体で 30～50 万粒（増沢ほか 
1975）、ニューカレドニア海域の尾叉長 34～40 cm の個体で
27 万～38 万粒（Lehodey et al. 1997）と推定されている。産
卵期は海域によって異なるが（Flores et al. 2012）、日本近海
では夏に産卵すると考えられている（増沢ほか 1975、芝田 
1985）。 

これまで天皇海山海域において本種の卵は採集されていな
いが（柳本 2004）、1984 年 7 月にハンコック海山南東部に
おいて標準体長 6.0～27.5 mm の稚魚が採集されていることか
ら（Mundy 1990）、天皇海山では夏に繁殖している可能性が
考えられる。しかし、これ以外には本種の天皇海山における産
卵に関する知見は見当たらない。科学オブザーバーが収集した
サンプルの生殖腺重量指数や髙橋（2018）による耳石日輪数と
生殖腺重量指数の解析から夏が産卵期であると推定されてい
る。 

【食性】 
一般にキンメダイの主な餌生物は、ハダカイワシ類等の中深

層性魚類、イカ類、エビ類、オキアミ類であり（増沢ほか 1975、
Dürr and González 2002、堀井 2007）、成長に伴い魚食傾向
が強くなることが指摘されている（Dubochkin and Kotlyar 
1989、堀井 2007、Horn et al. 2010）。仔稚魚の食性は不明で
ある（亘ほか 2017）。 

天皇海山海域での胃内容分析によれば、空胃率は約 1 割と
低く、胃内容からはオキアミ類、アミ類、ヨコエビ類、カイア
シ類、翼足類、ハダカイワシ類、小型イカ類、海藻類が検出さ
れた（井口 1973、奈須・佐々木 1973、柳本 2004）。また成
長に伴い、有殻翼足類、浮遊性エビ類等のプランクトン食から
魚類、頭足類等のマイクロネクトン食に移行する傾向が示され
ている（Nishida et al. 2016）。 

【捕食者】 
天皇海山海域における捕食者は不明である。日本近海ではサ

メ類やイルカ類による漁業被害（食害）が報告されており（亘
ほか 2017）、ナヌカザメの胃内容から記録されている
（Taniuchi 1988）。その他の海域ではシイラ（Varghese et al. 
2013）、メカジキ（Clarke et al. 1995）、タスマニアクジラ（Best 
et al. 2014）等の胃内容から記録されている。 

【系群】 
ミトコンドリア DNA の部分塩基配列分析では、大西洋とイ

ンド洋・太平洋の間、並びに、北大西洋内の一部海域間に遺伝
的分化が認められている。しかし、インド洋と太平洋間におけ
る遺伝的分化は認められず、大洋間で共通するハプロタイプが
検出されている（Hoarau and Borsa 2000、柳本ほか 2015）。
日本近海のキンメダイを対象としたマイクロサテライト DNA
分析では、遺伝的分化は認められなかった（大河ほか 2008）。
標識放流調査では、関東沿岸で放流された個体の 8 割以上が
関東沿岸か伊豆諸島北海域で再捕された一方、伊豆諸島南部海
域や黒潮上流域である高知県沖、さらに 1,000 km 以上離れた
南西諸島で再捕された個体も存在することから（木幡ほか 
1992）、本種は黒潮流域において大規模な回遊を行っている可
能性がある（亘ほか 2017）。 

千国（1971）、柳本（2004）は本種が日本沿岸と天皇海山海
域の間を移動回遊するという仮説を提唱している。上述のよう
に本種は 150～300 日に亘る浮遊期間を持ち、着底後に 1,000 
km 以上移動する個体もあることから、日本沿岸と天皇海山海
域間を移動回遊している可能性も考えられるが、仮説を直接的
に支持する研究成果は未だ得られていない。そのため、天皇海
山海域におけるキンメダイは独立した系群として取り扱われ
ている（亘ほか 2017）。 

年齢 1 2 3 4 5 10 15
性別

オス 194 223 249 272 294 376 428
メス 195 225 252 276 298 384 438
オス 197 228 254 278 298 369 405
メス 166 206 240 269 294 377 415
オス 176 217 251 280 304 376 406
メス 178 220 256 286 312 393 429

Taniuchi et al . 2004 両性 178 224 263 298 329 432 485
オス 173 206 235 262 285 371 422
メス 187 223 254 283 308 401 456
オス 174 212 245 273 297 377 416
メス 168 211 248 281 309 406 456

Santamaría et al . 2006 南西インド洋 両性 195 223 248 271 293 377 432
オス 202 234 263 289 312 396 445
メス 208 239 267 293 317 409 468
オス 214 243 271 295 318 404 458
メス 246 267 287 307 326 408 476

Paoanui Ridge オス 163 207 245 278 307 401 447
カナリア諸島 両性 215 247 275 299 319 386 417
マデイラ諸島 両性 195 217 239 259 278 358 418
アゾレス諸島 両性 205 240 270 295 317 382 410

Rico et al . 2001
マカロネシア

Massey and Horn 1990
ニュージーランド近海

年齢に対する尾叉長（mm）

髙橋 2018 天皇海山

Lehodey and Grandperrin 1996 ニューカレドニア近海

Adachi et al . 2000

日本近海
明神・浦 2003

秋元 2007b

文献 海域

Palliser Bank

Tuaheni High

表 2 . 天皇海山とその他海域におけるキンメダイの年齢－体長関係 
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【年齢と寿命】 
本種の年齢は、耳石（扁平石）の輪紋（透明帯・不透明帯）

の年周性に基づいて推定されてきた（Massey and Horn 1990、
Lehodey and Grandperrin 1996、Adachi et al. 2000、Rico et al. 
2001、明神・浦 2003、Santamaría et al. 2006、秋元 2007b）。
海域により若干の違いはあるものの、成長式より算出された年
齢－尾叉長関係から（表 2）、本種は一般に 1 歳で約 16～22 
cm、3 歳で 24～28 cm、5 歳で 28～32 cm、10 歳で 37～41 
cm、15 歳で 41～46 cm（全て尾叉長）に成長すると考えられ
る。日本周辺での耳石の年齢査定による最高齢は 26 歳（明神・
浦 2003）であり、標識放流した個体が 18 年後に再捕された
例があることから、寿命は少なくとも 20 年を超える（亘ほか 
2017）。 

天皇海山のキンメダイの耳石輪紋も年周性を示すと考えら
れ（髙橋 2018）、これに基づいた年齢査定が行われている（柳
本 2004、髙橋 2018）。柳本（2004）の成長式では他海域に
近い成長速度を示すが、この推定では若齢魚（1～4 歳）のみ
を用いているため、成長速度が過大推定されている可能性があ
る。より幅広い体長範囲（1～13 歳）を対象とした髙橋（2018）
は、若齢魚の成長速度が他海域と比べて小さい傾向を指摘して
いる。 

上記の年齢－尾叉長関係と乗船オブザーバーが報告してい
る体長組成データを照合すると、天皇海山海域の底びき網漁業
の漁獲開始年齢は 1 歳未満（尾叉長 10 cm 前後）、体長モー
ドは概ね 1～2 歳（尾叉長 18～24 cm）に相当し、着底直後の
未成魚から漁獲対象になっていることがわかる（Sawada et al. 
2018）。2009 年以前の経年的な漁獲物体長組成は不明だが、
底びき網では 1974 年と 1993 年にも 1 歳前後（尾叉長のモー
ドが 18～20 cm）を漁獲していた記録があることから（高橋・
佐々木 1977、柳本 2004）、このような小型魚の漁獲は歴史
的に行われてきた可能性がある。また、ここ数年で漁獲物の平
均尾叉長はさらに小さくなる傾向にある（Sawada et al. 2018）。
後述するように 2019 年には網目規制が導入されたが、2018 年
と比較すると漁獲体長組成の変化は漁船や季節によって異な
り、一貫した変化は見られなかった（Sawada and Ichii 2020）。
一方、底刺網の漁獲開始年齢は 1～2 歳（尾叉長 20 cm 前後）、
モードは概ね 4～7 歳（尾叉長 28～31 cm）である。 

髙橋（2018）の推定した雌の漸近尾叉長・漸近体重はそれぞ
れ約 53 cm、約 2 kg であり、これは漁獲物中の最大サイズ
（Sawada et al. 2018）と概ね一致する。 

資源状態 

【資源の評価方法】 
2008 年に天皇海山海域のキンメダイを対象とした余剰生産

モデルによる資源解析が行われたが（Nishimura and Yatsu 
2008、水産庁 2008c）、内的自然増加率 r の値が他海域のキ
ンメダイ（Wiff et al. 2012）と比べて大幅に高く推定されてお
り（r = 0.9～1.6）、本種のような長寿命・低成長の深海性魚類
としては不自然な値となっている等、疑問点も多い。キンメダ
イはクサカリツボダイ不漁時の代替魚種として狙い操業の対
象となるため、補正を行わない見かけ上の CPUE（ノミナル
CPUE）はクサカリツボダイの卓越加入の有無によって大きく

変動し（例えば、クサカリツボダイの卓越加入があればゼロに
近い値まで落ち込む）、本種の資源動向を反映しない可能性が
高い。キンメダイ・クサカリツボダイの漁獲量の対数比を用い
て努力量を補正した調整 CPUE（adjusted CPUE）も用いられて
いるが、この計算によって狙い努力量（クサカリツボダイ及び
キンメダイをそれぞれ狙った操業の努力量）の変化を適切に補
正できているか検証されていない。漁獲物組成から狙い操業を
検出する directed CPUE 法（Biseau 1998）を近年のデータに
適用した解析によれば、優先的に漁獲されるクサカリツボダイ
の卓越加入とその後の減少に応じて、狙い操業の比率は漁獲量
の対数比よりもはるかに激しく変動しており、調整 CPUE は狙
い操業の影響を十分補正できていない可能性が高い（澤田ほか 
2017）。また上述のように、近年はより小型の個体が漁獲され
ており、漁獲対象年齢範囲が若齢魚まで拡大することで、産卵
親魚量の低下に反してノミナル CPUE が高止まりや上昇傾向
を示す可能性も考えられる。さらに本種のような集群性魚類は、
魚群探知機で群れを探し出して操業することにより、資源量が
低下しても直ちに CPUE が低下しない可能性もある。さらに、
漁獲の多くを占める日本籍底びき網漁船に虚偽報告が発覚し
たため、詳細な漁獲データには不確実性が大きい（Sawada et 
al. 2018、澤田 2019）。 

一方、成長乱獲抑制を目的とした「加入量あたり漁獲量
（Yield Per Recruitment）モデル（YPR モデル）」や加入乱獲
抑制に役立つ「加入量あたり産卵資源量（Spawning Per 
Recruitment）モデル（SPR モデル）」は、資源量指数や詳細
な漁獲データがなくても適用可能である。したがって、これら
生活史ベースの管理指標に基づき、漁獲開始年齢や漁獲死亡係
数を調節するアプローチが有効と考えられる（Sawada et al. 
2018、Sawada and Yonezaki 2019）。 

【資源の水準・動向】 
天皇海山漁場の開発当初は、資源の豊富なクサカリツボダイ

が主要な対象魚種であり、キンメダイの年間漁獲量はほとんど
の年でゼロから数十トン程度であった。しかし、クサカリツボ
ダイ資源量の減少に伴い 1976 年頃からキンメダイの漁獲量が
急増し（佐々木 1985）、1980 年には 1 万トンを超えた。1980
年前後にはノミナル CPUE だけでなく調整 CPUE も急増した
ことから、Nishimura and Yatsu（2008）はこの時期にレジー
ムシフトが生じ、キンメダイ資源が急増したという見解を示し
た。しかし、これはクサカリツボダイからキンメダイに主対象
魚種がシフトした時期と一致しており（佐々木 1985）、上記
の通り調整 CPUE の狙い操業補正効果には疑問があるため、レ
ジームシフトではなくキンメダイ狙い操業の増加を反映した
ものである可能性が高い（澤田 2019）。佐々木（1985）は、
1982 年ごろからキンメダイの CPUE が頭打ち傾向にあるとし
て、資源動向に警鐘を鳴らしている。1985 年以降の漁獲量は
まれに 6,000 トン弱の年があるものの、1,000～4,000 トン程度
の年が多い。 

2008 年の余剰生産モデルを用いた資源評価では、漁獲死亡
率が MSY（Maximum Sustainable Yield：最大持続生産量）水
準に比べて 20～28％過大であると推定された。底びき網漁業
のノミナル CPUE は 2012 年から 2016 年にかけて増加傾向に
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あるが、これは上記のように、クサカリツボダイの資源枯渇に
伴うキンメダイ狙い操業の増加、並びに小型魚の漁獲量増大等
を反映している可能性があり、親魚資源量の増加と見なすべき
ではない。実際に、directed CPUE では同じ期間に明瞭な増減
傾向は認められなかった（澤田ほか 2017）。 

本種については、小型魚の過剰漁獲が資源に悪影響を及ぼす
可能性が複数の海域で指摘されており、天皇海山における資源
も例外ではない。Shotton（2014）は南インド洋産キンメダイ
の YPR 診断により、漁獲開始年齢を 2.8 歳（標準体長 22 cm）
から 8.4 歳（標準体長 35 cm）に引き上げれば、漁獲量はおよ
そ 10 倍に増加すると試算している。日本沿岸（千葉県・東京
都・神奈川県・静岡県）では小型魚の保護策として、全長 22
～30 cm 以下（海域により異なる）の再放流が実施されている
（亘ほか 2017）。天皇海山海域の底びき網漁業（後述する網
目規制の導入前）では、前述のように尾叉長 10 cm 前後の当
歳魚から漁獲を開始し、2016 年時点では漁獲物の平均尾叉長
が 20～22 cm（1～2 歳に相当）となっているため、成長乱獲
が懸念される。髙橋（2018）は、天皇海山における YPR 曲線
を作成して資源診断し、漁獲係数が低い場合を除き、漁獲開始
年齢を 3 歳以上とすることで、加入あたり漁獲量を大きく減
少させることはなく、自然死亡係数の不確実性も考慮すると、
漁獲開始年齢を 4 歳とすることが望ましいと指摘している。
また Sawada and Yonezaki（2019）も同様に YPR 診断を行い、
1～2 歳に相当する小型魚を漁獲している 2018 年までの状況
は望ましくないとした。本種の成熟開始年齢は 4～5 歳と考え
られており、SPR の観点からも、漁獲開始年齢を引き上げるこ
とが望ましい。これらの懸念から後述する網目規制措置が導入
されており、その有効性の検証が求められている（Sawada and 
Ichii 2020）。 

管理方策 

天皇海山を含む北西太平洋公海域の底魚漁業に対して、
NPFC による保存管理措置が 2016 年に採択されている。その
うち本種の漁業に直接的に影響するものとしては、漁獲努力量
（漁船数等）を 2007 年レベルから増加させないこと（我が国
では底びき網 7 隻、底刺網 1 隻以内）、C-H 海山と光孝海山南
東部の禁漁（主目的は冷水性サンゴ類等の保全）、11～12 月
（クサカリツボダイの産卵期の一部）の禁漁、底刺網のフット
ロープを海底から 70 cm 以上離して敷設することがある。こ
れらの措置は NPFC 設立準備国によって 2009 年に導入された
暫定措置を引き継いだものである。さらに 2019 年から、本種
の小型魚保護を目的とした底びき網の網目規制（5 kg の張力
で網目を引っ張った際のコッドエンド目合い 13 cm 以上）が
順応的管理措置の一環として導入された。なお、この規制を順
応的管理と呼ぶことは「順応的管理 7 つの鉄則」（松田・西川、
2007）に照らし適切ではないことが指摘されている（澤田 
2020）。 

さらに我が国では、底びき網船の合計曳網時間を 5,600 時間
以下に抑える自主措置も導入している。これは 2008 年の余剰
生産モデル解析（【資源の水準・動向】参照）に基づき漁獲努
力量を 20％削減することを目的とし、NPFC 設立準備国によ
って 2009 年に導入されたものを引き継いでいる。しかし、曳

網時間制限の根拠とされた余剰生産モデル解析は、上に指摘し
た狙い操業の変化と小型魚を主体とする漁獲への移行による
CPUE のバイアスを含み、資源動向と漁獲の影響を適切に反映
していない恐れがある。その他に天皇海山水域における底刺網
漁業の許可の制限または条件として、底刺網の網目の結節から
結節までの長さは 12 cm 以上に制限されている。我が国の漁
業者団体の自主措置として 1 ケース 16 kg 120 尾入り以上と
なる小型魚の製品の生産を自粛していたが、この措置は NPFC
による網目規制の導入に伴い 2019 年に廃止された。 

NPFCでは本種をクサカリツボダイと並ぶ底魚資源評価の優
先対象種に掲げている。2020 年の NPFC 科学委員会において
は、本種とクサカリツボダイの資源評価に関連する議論を進め
るための小作業部会の設立が合意された。また、網目規制によ
る効果の検証や成熟に関する研究が小科学委員会の優先事項
に掲げられている。 
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キンメダイ（天皇海山海域）の資源の現況（要約表） 

資源水準 未評価 

資源動向 調査中 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1,696～4,929 トン 
最近（2019）年：1,696 トン 
平均：3,256 トン（2015～2019 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1,683～4,851 トン 
最近（2019）年：1,683 トン 
平均：3,136 トン（2015～2019 年） 

管理目標 検討中 

資源評価の方法 加入あたり漁獲量、加入あたり産卵量を検討中 

資源の状態 
現状は不明だが、クサカリツボダイ資源の枯渇に伴い本種を狙った操業が増
え、漁獲量の増大と漁獲物の小型化傾向が認められる 

管理措置 

NPFC 保存管理措置： 
・操業許可漁船数の増加禁止（我が国＝底びき網：7 隻以内、底刺網：1 隻

以内） 
・北緯 45 度以北における操業禁止 
・水深 1,500 m 以深での操業禁止 
・C-H 海山及び光孝海山南東部の閉鎖 
・底刺網を海底から 70 cm 以上離して敷設する 
・底びき網のコッドエンド目合い 13 cm 以上（5 kg の張力をかけて計測） 
・11～12 月（クサカリツボダイ産卵期）の禁漁 
・科学オブザーバーの 100％乗船 
我が国自主措置： 
・刺網の網目の結節から結節までの長さ 12 cm 以上（許可の制限または条

件） 
・漁獲努力量上限の設定（底びき網年間総曳網時間 5,600 時間以内） 

管理機関・関係機関 NPFC 

最近の資源評価年 2008 年（我が国が実施） 

次回の資源評価年 未定 


	（Splendid alfonsino, Beryx splendens）
	最近の動き
	利用・用途
	漁業の概要
	生物学的特性
	資源状態
	管理方策
	執筆者
	参考文献



